
 

３区代表牛が去ったあと、お掃除していた学生さんと見受ける若者たち。お疲れ様です！ 

 

ふと見上げると、出場の『41道府県』の旗が飾ってありました       

 

メイン会場を出ると、別会場では和牛の魅力および鹿児島県の物産品をＰＲする企画が実施されており、 

参加道府県の「道府県ＰＲエリア」のブースもあり、企業や団体の最新機器や農業機械の展示ブースの他、

銘柄和牛の試食なども行われていました。 

 


